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旧広島陸軍被服支廠に係る文化財指定に向けた価値調査 

及び安全対策等工事実施設計について 

 

１ 文化財指定に向けた価値調査の進捗状況及び進め方について 

  令和２年12月にとりまとめた詳細調査の結果により，旧広島陸軍被服支廠に関する建物安全性等

検討会議において，国指定の重要文化財級の価値である旨の意見が示されたことを踏まえ，重要文

化財の指定に向けて，建築物の価値を確認するために必要な調査を実施している。 

 

 (1) 価値調査の概要 

   （期  間）令和３年９月８日～令和５年３月31日 

   （受託業者）株式会社文化財保存計画協会 

   （内  容） 

     ・ 歴史的調査として，旧広島陸軍被服支廠の沿革や建設後の改変，被爆時の状況，活用

履歴等について，調査を実施。 

     ・ 建造物調査として，旧広島陸軍被服支廠の構造，意匠，材料，仕様，被爆による影響

等について，調査を実施。 

     ・ 歴史的調査及び建造物調査を踏まえ，建造物の構造，意匠，材料，仕様，変遷，沿革

等を総合的に判断し，文化財的価値の把握及び整理を実施。 

 

 (2) 進捗状況 

  ア 調査により新たに確認できた主な事項及び資料 

   (ｱ) 建築物の状態 

     第二次世界大戦後の様々な利用による改変は認められるものの，コンクリートブロックに

よる間仕切壁など付加的なものであり，当該箇所を除去するなどすれば，当時の状態が現れ

ると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （２号棟２階 黒板跡，漆喰壁など）     （１号棟前面 運送車両用ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ） 

   (ｲ) 建設当時の資材・構造（屋根瓦等）の残存状況 

     屋根瓦について，刻印から愛媛県今治市菊間町で製造された「菊間瓦」であることや製造

者を確認できた。 

     また，当時の製瓦組合菊間事務所の日誌（『明治四十四年一月起 日誌』）によると「比治山

被服廠倉庫用瓦」として出荷記録が残っていることが発見され，瓦の形状，数量などが現在

資料２ 
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葺かれている瓦と合致し，建設後の大規模な屋根の改修記録も発見されていないことから，

建設当初のものが残存していると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （『明治四十四年一月起 日誌』製瓦組合菊間事務所（菊間町窯業協同組合所蔵）） 

     また，屋根の下地として，モルタル製の引掛桟がコンクリートスラブ上に設けられている

が，屋根と煉瓦壁との接合部の構造や，大正時代に同様の構造が採用された事例（京都南座）

があることなどから，建設当時の構造が残存していると考えている。 

    （屋根瓦とモルタル製の引掛桟） 

   (ｳ) 建築に関わった技術者 

     被服支廠の設計については，陸軍省と第五師団との往復文書から，陸軍省経理局建築課か

ら設計要領書及び図面が第五師団に公布され，第五師団において現地に合う形で設計が行わ

れたことが判明した。 

     被服支廠の建築に関わったと考えられる人物としては，当時の文書の決裁印などから，陸

軍省経理局建築課に在籍していた，藤田順や田村鎮が挙げられる。 

      ・藤田 順：明治10年（1877年）－昭和36年（1961年） 

            明治40年陸軍経理学校卒業。陸軍省経理局の後，第十師団経理部長，被服

本廠長，関東軍経理部長を務める。 

      ・田村 鎮：明治11年（1878年）－昭和17年（1942年） 

            明治38年東京帝国大学工科大学建築学科卒業。設計に関与した建築物には，

近衛師団司令部庁舎（国重要文化財），所沢飛行船場飛行船庫などがある。 
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                          （主務課員として「藤田」の印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          （主務課員として「田村」の印） 

                     

        （出典：アジア歴史資料センター（原本所蔵：防衛省防衛研究所）） 

 

     また，工事を担当した第五師団における施工管理担当者として従事したと考えられる人物

として，内藤太郎の存在が確認できる。 

      ・内藤太郎：明治16年（1883年）－昭和12年（1937年） 

            明治43年東京帝国大学工科大学建築学科卒業。設計に関与した建築物には，

靖国神社遊就館，軍人会館（現九段会館テラス 登録文化財，コンペ審査

員として）などがある。 
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     （『明治四十五年 職員録（甲）』印刷局（国立国会図書館所蔵）） 

   (ｴ) 建設当時の状況 

     当時の新聞記事により，コンプレッソル杭の施工に関わる様子など，建設工事の状況を確

認することができた。 

     ・明治45年４月１日 芸備日日新聞 
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      「▲最新式の大建築 

        我陸軍の被服工場は東京，大阪並に當廣島被服支廠がある計りで當支廠の現敷地は

五萬坪で工場倉庫等の総建坪は一萬四百八十九坪ある 長さ七十間の大倉庫が九棟

も建並ぶさへ一壮観である 然るに今又敷地一萬五千坪の土工を竣り最新式鉄筋コ

ンクリートの長さ五十間，幅十二間の大倉庫四棟を増築すべく目下其工事中で蒸汽

を使用した八臺の壓迫器は恐ろしい地響を立て乍ら絶えず基礎工事に急いで居るの

で所々基礎試験の為に荷重百二十噸の軌道を積んだ所もある 此等増築工事も来年

春頃までには終了するのであるから竣成の暁にはさらに壮観を添えるであらう」 

  イ 歴史的・文化財的価値の整理 

    歴史的調査や建造物調査を踏まえ，主に次に掲げる４つの特質から，被服支廠の歴史的・文

化財的価値の整理を進める。 

   (ｱ) 旧日本陸軍軍事施設としての特質 

   (ｲ) 倉庫建築としての特質 

   (ｳ) 煉瓦造及び鉄筋コンクリート造としての特質 

   (ｴ) 被爆遺構としての特質 

 

 (3) 今後のスケジュール 

   令和４年２月～12月 文化財的価値の把握及び整理 

     ５年１月～３月 調査報告書とりまとめ 
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２ 安全対策工事に係る実施設計の進捗状況及び進め方について 

  近隣住民の安全性を確保するためにも，安全対策の早急な実施が必要であることから，令和３年

度から令和４年度で建物の安全対策に係る実施設計を進めている。 

 

 (1) 実施設計の概要 

   （期  間）令和３年11月３日～令和５年３月31日 

   （受託業者）株式会社日建設計 

   （内  容） 

     ・ 令和２年12月にとりまとめた詳細調査の結果により，建物安全性等検討会議において，

国指定の重要文化財級の価値である旨の意見が示されている旧広島陸軍被服支廠につい

て，近隣住民の安全性を確保するために，耐震性を確保した安全対策と内部見学などの

最小限の利活用を同時に実現するパターンを基に，建築物の価値を損なわない安全対策

を実施することとし，必要な実施設計を行う。 

 

 (2) 進捗状況 

   別紙のとおり。 

 

 (3) 今後のスケジュール 

   令和４年２月～10月 工法案の検討・整理 

       10月～３月 積算・とりまとめ 
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別紙 

区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法案 

（Ｒ４検討） 

耐 
 

震 
 

補 
 

強 
 

等 

①煉瓦壁の補

強等 

○ 煉瓦壁の強度は高く，地震等による倒壊の可能性

は低く，「PC鋼棒」による煉瓦壁補強を行う必要性は

認められない。（⑦を除く） 

○ 煉瓦壁や建物内部の煉瓦耐力壁の亀裂について，

補修材を注入し補修する必要がある。 

 

○ エポキシ樹脂等により，煉瓦壁及びコンクリートの亀裂補修を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②基礎の補強

等 

○ 建物を支える地盤の支持力は高いことが確認され

たが，鉄骨等による建物補強を行うことに伴う重量

増加などの対策として，建物基礎の補強（地中梁およ

び基礎スラブの新設等）が必要である。 

 

○ ③の鉄骨ブレースの強度を確保するため，鉄骨ブレース設置個所の基礎部分に地

中梁や新設基礎を設置する。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法案 

（Ｒ４検討） 

③鉄骨ブレー

スの設置 

○ 建物に不足する耐震性を補うため，建物内部に鉄

骨ブレースの設置が必要である。  

○ 通し柱によって，１・２階を一体として設置する鉄骨ブレースを10か所／棟設置

する。 

 

 

 

 

 

断面（南－北） 断面（西－東） 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法案 

（Ｒ４検討） 

④建物３階吹

抜部の補強 

○ 建物に不足する耐震性を補うため，吹抜に鉄骨ブ

レースの設置が必要である。 

 

○ 水平鉄骨ブレースを12か所／棟設置する。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法案 

（Ｒ４検討） 

⑤３階柱の補

強 

○ 各棟３階のRC柱の損傷について，鉄骨等による補

強が必要である。 

○ 損傷程度に応じて，鉄骨等による補強，樹脂等によるひび割れ補修を組み合わせ

て実施する。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法案 

（Ｒ４検討） 

⑥RC梁の補強

等 

○ RC梁の強度が高くないことから，建物の内部荷重

が大きい，又は多数の人の立ち入りが想定されるパ

ターン③，④については，建物内部を活用するため

に，建物1階と2階のRC梁の鉄骨による補強が必要で

ある。 

 

（建物内部の活用（パターン③・④）の際に，追加補強策について検討を行う。） 

⑦建物妻壁の

補強 

○ 建物の南北の妻壁について，３階部分の亀裂に対

する補強を行うため，鉄骨ブレースやRC壁の設置が

必要である。 

○ 特に，３号棟３階南側妻壁は，市道等に面してお

り，特に安全に配慮して，鉄骨による追加補強が必要

である。（早急な対応が必要）  

○ 妻壁上部に鉄骨ブレースを設置するとともに，煉瓦壁の亀裂補修を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

断面（東－西） 断面（南－北） 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法案 

（Ｒ４検討） 

【追加】 

・前室の補強 

  

○ 天井のコンクリートがはく落するなど劣化の進行が著しい前室について，煉瓦壁

及び屋根スラブを鉄骨で補強する。 

○ 前室の屋根スラブについて，シート防水を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 

 

区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法案 

（Ｒ４検討） 

非
構
造
部
材
の
修
繕
等 

⑧屋根瓦・下地

や軒先 ( 雨

樋)部分の撤

去・新設等 

○ 屋根瓦と下地等を撤去し，既存瓦の一部利用も含

め，葺き替えが必要である。 

 

○ 屋根瓦及び屋根スラブの上のモルタル製の桟木は創建当初のものと推定される。 

○ 屋根瓦については，再利用可能なもの（約10％）を，創建当時の姿を比較的よく

残していると考えられる３号棟の東側屋根に使用する。１・２号棟及び３号棟の残

りの部分は，新しい瓦により葺き直す。 

○ 屋根スラブのモルタル桟木はすべて保存することとし，桟木の上に木製の下地を

設けた上で，瓦を葺き直す。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法案 

（Ｒ４検討） 

○ 軒先（雨樋）部分は撤去し，新設が必要である。 

 

○ 軒先（雨樋）部分について，西側は撤去した上で，建物への荷重を考慮し，軽量

なアルミ製により新設する（色・風合いは現状のものに合わせる）。東側は既存の

ものを生かし，補修により対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 屋根スラブの防水補修（RC部分的打替え）が必要で

ある。（早急な対応が必要） 

 

 

○ 追加調査により，屋根スラブを打ち替える必要はないと判断されたことから，樹

脂による亀裂補修を行う。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法案 

（Ｒ４検討） 

⑨鉄扉の落下

防止対策 

○ 蝶番が腐食等している鉄扉について，落下防止の

ための固定等が必要である。（早急な対応が必要） 

○ 鉄扉の損傷程度により仕分けを行い，蝶番等の腐食が著しいものは撤去し，内部

保管する。残りは残置した上で，ネットによる落下防止を行う。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法案 

（Ｒ４検討） 

⑩雨水等の浸

入防止 

○ 雨水が浸入する窓，扉，天窓等に，仮木製止水板を

設置する必要がある。 

 

○ 窓については，腐食の進んだ既存木製建具を撤去し，ポリカーボネートによる仮

窓を設置する。 

○ 窓の一部は，換気を考慮し，アルミ製引き違い窓とする。 

○ 天窓については，アルミ建具に交換する（一部開閉式）。 
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【安全対策等工事の概要】 

 


